
基礎土止用材

「RSプラス工法」は、杭の先端内面または先端外周部に数枚のリブプレ
ートを事前に工場で取り付けた鋼管杭を用いて、この鋼管杭の先端に取
り付けたノズルから、高圧で水を噴射（ウォータージェット）し、バイブ
ロハンマで所定の深度まで打設します。その後、ウォータージェットをセ
メントミルク噴射に切り替え、高圧噴射とリブプレート効果により杭先端
部に根固め球根を築造します。さらに、ジェット用配管を回収する際に杭
周面部にもセメントミルクを充填することで、杭と周辺地盤との一体化を
図り大きな支持力が得られる工法です。尚、本工法は、港湾分野での公
的認知として港湾空港技術研究所資料（No.1196 June 2009）、港湾空
港技術研究所報告（Vol.53-3　2014.12）として発表されています。

特長
１．低騒音・低振動の杭施工法
　　 ウォータージェット併用バイブロハンマで杭を打設することにより、

打撃工法より大幅な低騒音・低振動施工が可能です。
２．高い支持力特性
　　 鋼管杭先端部の根固め球根による鉛直支持力と杭周面部に充填され

たセメントミルクによる場所打ち杭相当の周面摩擦力により打撃工
法以上の高支持力特性を発揮します。

３．優れた施工性
　　 打撃工法と同程度の優れた施工性を発揮します。
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（ウォータージェット併用バイブロハンマ工法で打設する
先端根固め鋼管杭）

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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基礎土止用材
仕様

鋼管径：φ600 〜 1600mm
鋼管杭材料：JIS A 5525に定めるSKK400、SKK490 
＊詳しくは、お問い合わせ下さい。

鋼管内面リブプレートの設置例　　　鋼管外周リブプレートの設置例

水
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ジェット用配管

Dp

セメントミルク

❶杭建込み後バイブロハンマ装着
❷バイブロハンマによる振動・高圧
ジェット水噴射の併用にて杭を打
設

❸支持層に貫入（セメントミルクに
切替え準備）

❼ジェット用配管を引
き上げながら杭周面
にセメントミルクを
充填

❽配管回収・打設完了

❹❺先端からセメントミルクを噴
射開始、セメントミルクを噴射し
ながら杭を引き上げ
❻再打設後、定着深度で打ち止め

ジェット水による掘削工程 先端セメントミルク注入工程 周面セメントミルク
注入工程

施工手順
施工手順は、ウォータージェット併用バイブロハンマにより所定深度まで打
設後、セメントミルクに切り替え、杭先端部に根固め球根を築造するとともに、
必要に応じて杭周面部にもセメントミルクを充填させます。
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